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土壌の反応並に各種成分がオリグの成育に及ぼす影響  

∬．Ca，Mg－，Kのオリグの成育に及ぼす影響  

野 呂 発 巳 三次 郎  

Effectsofthesoilreactionandnutrient elements on the growth of the olive…  

lL．Effectsofcalcium，magneSiumandpotassiumont：hegrowthoftheolivetree．  

By KimijiroNoRO（Laboratoryof SubtropicalFruit）  

（Received September19，1956）  

Ⅰ 緒  言   

土壌中の成分が園芸作物に及ぼす影響に就ては我国にても田中（瑚，佐藤（19），杉山（29）が患憲な業萬を発表せられ  

其の他その数たるや枚挙に暇なく，外国にてこほWAl一もACE（25），CooIこ草），T】でVS（24），HARrnTAm㍉〉，0，恥oEE（18），  

SM上rHこ叫，PR（）ERESrTyα（18）その他これ文数限りなく業績は発表せられており，殊にLoEWく11）が石灰と菅土との  

比即ら石灰率を発表しているが直接オリグに．対する成分の影響に鹿ては打ARrMANN（さ）が最近砂桝に依つで突放を  

行っているに過ぎない小併し同氏は無石灰区を省いており米国の現鞄にてほMg欠乏症ほ未だ啓て見たことがない  

旨を指示している．．然るに我国の瑛状を見るに■苗木を定植した場合1剖の笛木が感化し或碗の欠乏症を現わし  

余（14）が日下試験中のCa欠乏症の如き兆候を最初に現わし漸次黄緑化し前報（15）の第7図の如き兆候を現わし  

HARⅢAyN（8）の実験結果のいずれにも該当しない兆候を現わすを以ていずれの成分の欠乏症と．も想像がつかず，或  

はFoGLIA2qI（7）の伊国の北部Garda地方にて探索した稔合欠乏症に．非ざるやとの疑念のもとに目下各榎殊にCa，  

Mg英他磯盈成分との給食欠乏症の契験を砂桝に／て施行中である．   

森調査は砂桝試験を行う予備と．して現地調密を行い．Ca，Mg敦Kのオリグの成育に及ぼす影響を調査したもの  

である∴本実験を行うに当り常大杉L上一数段，岩田助教動こほ要分析，充当研究室山田執事に．は土壌分析を一手に引  

受け下され，桑田教授，山東講師に種種葉緑素其他の分析の労を煩わし，細井助教授に回帰曲線に．就いて御世諸に．  

なった．．ここに原く御礼申すと共に凍研究は文部省科学研究費の援助を得たもので文部当局に対し厚く御礼申しま  

す．  

∬ 現状並に調査   

香川県始め徳島，岡山及び静岡県下に放て前述の成分欠乏症を発見し，殊にMission槙に其の傾向が現われてい  

るは奇とすべく，各地に於ける状態を簡単に説べる．  

現 プ也 調 査   

1．香川県小豆部土庄町塵島，島村オリグ園．   

昭和17年に和歌山市島村富次郎氏は豊島の山林十数丁歩を購入し，その内の一部を開墾逐次オリグ固となし，規  

在は3丁歩余のオリヴ園となっているが現在順調の成長を遂げているのほ僅か％に過ぎないのであって，他の菌の  

内，甚しきものは年年壕イヒ枯死に・至る現状にていずれも古葵に或穣の欠乏症を示しており，板群の状態は全く惑る  

く殆んど新釈を発生せず且つ新橋の発生も見ないのであって，かかる土地は地下に盤があって桝土筏く且つ強酸性  

にて，pH4〃5前後を示し石灰分檻乏しいり侍風当り強く凡ての点に於てオリグの栽培には不適当なる感を量する．  

且つ最近詣一昨年（昭和29年）迄良く結実を見た成木園にも甚しく欠乏症の兆候が現われ古葉の突端が黄緑色に変  

じ未年変は殆ど収麓皆無と称しても過言でない状態であるが，これらの原因が山昨年の台風15号に依り成木が倒れ  

たのにも存しており，土壌或分の含量ほ第1表の通りである．   
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第1表を見るに不良園にて他園に比し著しく含  

有盈の少ないのは窒素と．石灰であるが，殊に窒素  

は少なく苗木の成長不充分であるのも肯定出来且  

つ石灰も加州の園に比し著しく少なく両者が貰木  

の成長を不充分に・させた原因では．ある飢、か一．殊  

にJ石灰の少ないのほ従つで苗木の鼠長を不充分に  

し且つ或観の欠乏症を現わしたものと推定が出  

来，簡木の成長と石灰の関係は余が最近の突放結  

果（14）及びMARInⅣ1EごR上（13）の実験結果とも・－激  

92  

第1表 島村オリグ園の優良園と不良園に於ける土壌  

の成分表  

優良園j不良園1C響妄・写等遠Ⅰ■a  

0．238％弓 0．042％  o．077％  全 窒 素  

燐  酸  

加  星  

置換性石灰  

隣 樋 質  

pH  

3：冒喜含1j 3：冒三3  

しており蒔病毒（欠乏症の葉と同意以下同じ）の  

原因は徴盈成分の分析を欠くからいずれに基阻するか明言が出来ない．   

2．．小豆部内海町西村，香川県農事試験場西村オリグ園．   

大正6年忙開園しSevillanoな栽相していた畑で余が大正時代に管理していたことがあり，最近古木を按伐し1  

年生Missionを植え．た処全都に上述の欠乏症が現われ，島村オリグ園以上の被寄を被っている（第5表）．   

3ハ 小豆部池田町，香川県農事試験場小豆分場内オリグ因．   

我国唯一・の模範オリブ園とも称すべき園の最下段のMissionの成木2樹に同様の欠乏症を認めたい 該樹附近は耕  

土浅く岩石霜田し居り，かかる環境の土地を定樋に捺し決桝を待った結果低湿地なる上に排水設備をせずして深耕  

せる結果周囲の租下水が深耕した穴に溜り十年余を経過せる今日択が隣り吸収能力を減じた結果かかる地区に．限り  

前述の欠乏症を生じたものに非ざるやと推定する．   

4“東学附属大宮果樹園．   

余が管理せるオリグ園にてオリグを定植するに・当り傾斜地を段畑となすに際し，心土及び表土の区別なく段畑を  

作り且つ深耕するに当っても同様に行い且つ排水設備をせず濁木を定植せる結果第1年日の成長極めて一恵しく，第  

2年目に選木を新しくし且つ表面に肥沃な土壌を5寸の厚さに敷き笛木を定植せる結果第1年日の成長ほ極めて順  
調に・進み，第2年馴こ重り根群が原土に伸長するに・至り著しく成長中止し且つ前述の欠乏症が生じ始めたのであつ  

て，整鞄前の表土の全酸度は20，心土は50を示した点より考察すれほ極強攻性土壌であったことを立証するもので  

従って著しく石灰が欠乏していることは推定が出来且つその他の成分も充分でなかったのを物語るものである．   

5．．其の他県内にても小豆鳥西村に放て，且つほ土庄町豊皐の植村氏のオリヴ親等に放ても各瞳の欠乏症を散見  

するが大部分ほ前述と同一兆候を現わすもので，殊に．三木町池戸高橋果樹園内にある2槻は前述の兆候を現わすと  

同時に完全花が50％以上あるに不拘開花するもー果も結実せず，花粉を調査し学内に．あるMissioれに交媒せるに立  

派に億実せる点より考察するも花粉に異状なく鞄中海沿岸諸国に日下盛に起りつつある現象と同一砿て駄‡C王柑で（4）  

ほ管理者しきを得ば腐正し得るものであると全く抽象的説明を行っている原因不明の現象であり，此の現象は前述  

の欠乏症と何らかの関係を有す－るものに非ざるやと．推定する．   

6．岡山県下に放ける現象．   

岡山県下のオリグ栽培は最近に．始まり牛窓町服部和一都民が■大崎守技師の指導のもとに昭和17年開園し，比較的  

良好な成統を約めた結果各囁に栽培が始まり玉島市金辺貫氏が1丁歩こを開園しその後県下に急激の発展を＼見，県当  

局も奨励するに至った．然るにMissionに開花不結実の現象が起り同県にてはNevadillo Blancoを主体として奨  

励するに至った．   

昭和28年頃県農業改良課に赴き香川県■下に．発生する欠乏症の件に就き尋ねた処更に無関心にて，その存在を認め  

ず，従って28年に・各栽培地を巡視せし処香川県よりは発生少なく主としてMissionに其の現象を認めたのに過ぎな  

い．以下調査せる実況を述べる．   

A 岡山県牛窓町，日東オリグ株式会社経儲（社長，服部和一都民息子慣雄）“   

琉勉踏査前に同園技術者片岡進氏のもとに欠乏症菓を送り同様の被害其の有無を照会せし処次の如き回答に接し  

た・即ち各所に御同封下さいました権柄勢は発見されます，かかる枝ほ成長慈しく枯死するか，落莫が多く開花は他  

の枝と異ならないが結実しないと．且つ服部オリグ園に発生した数集をも同封してあったが全く本県下で発生を見  

るものと同一・で柁変のもの及び淡黄変のものがあり，いずれも土盛の送附もあったから土盛分析の結果第2表の   
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第8巻第1号（1956）   

結果を得た〃   

第2表を見るに強酸憾土壌にて石灰が著しく欠  

乏しおり，Mgも普通以下の状態にて香川県下の  

該欠乏症発生鞄と殆んど同一・状態であること．を知  

った．   

B 玉島市相島五明，金辺買 

昭和23年の開園にて服部民間棟深耕を行い多畳  

93  

第2表 日木オ・リグ株式会社オリグ園に．於ける土壌分  

析の結果  

卜潤  Ca ト馳＋仁牒  

4一・5lo・048％  

4・5lo・052  ：：…≡；％i…二…；≡  

褐変其区  

黄緑変菓区  

の有機物を投入と．同時に3尺立カ尺に対し消石灰2貫目，過憐靡石灰700匁を施し士族の酸性を矯正しそれと同時  

に土管の瓦斯披を装置す．以下いずれの栽培家も同一・方法であって排水設備は何等設けていない．園内に1樹の  

Missionがあづモ樹勢極めて旺盛開花するも余り結実を見ない樹に層川県同様の欠乏症集を認めた 

C 其の他の観い 浅口部鴨方町益坊－．横山源治，及び京島市屋守，石橋義夫民の若木園にても同様認められた  

が，横山氏の被害樹木はNevadillo Blancoであって樹弊習通，甚だしき寝病菓を認め，石橋氏の園にては約2  

年坐高木に小豆島同様層化枯死の状態を示しMission並にNevadilloBlancoであった．3者の土壌分析の結果  

を：示す．  

第3表を見るに3成分共棲めて少なく，或種の  
第3表 岡山県下のオリグ国土壊分析結果   

pH Ca  Mg  K  
欠乏症の状態を示すのは当然と云わねばならぬ 

以上岡山県下の状態を屠るに香川県下に．於ける  

発生状態よりも極めて少なく，之れ大崎技師の指  

導宜しきを得たものと見て差支えなく，只遺憾に 

堪えなかったのほ排水設備を一つとして施してい  

竜
山
橋
 
 

－
、
 
 5り00‖085％O05ユ％  ≡二≡3：3≡喜。．．。14              0．．029      J  

なかった点である，   

7，徳島県其の他に於ける状態．   

徳島県板野郡上枚町，大山果樹試験地に本学より配布したオリグが約10本植え．られているがいずれも本県同様の  

欠乏症が現われており，土壌のpHを調査せし処4。5を・示した．餞又静岡県蒲原町，塩坂清規の園にも他の品種には  

現ほれていないがMissionに濁り矯化し欠乏症が現われており成長極めて態い．訪周ほ小山の麓の平坦鞄で肥沃な  

土壌である 

以上ほ余がかつて現地踏査した現状で，明治初年に失敗に．終った愛知県盛田オ・リグ園のあった場所と同一一の士族  

にて宋開墾鞄のものの送附を受け1年生Missionを朗植と．して管理中果たして名他に現わるる欠乏症を武豊其の他  

の土壌区に発見した．  

班 化学的実験結果  

1．欠乏症発生土旗の化学的組樺．   

以上詳述せる各発生地其の他目下実験中の土盛の分析結果は次の通りである．  

第4表  欠乏症発生土壊の成分含盈  

小豆郡土庄町塵島，島村オリグ園1年生畑  

同国内試験地  
同園西国  

同園結実園  

同郡内海町西村，島村オリヴ園  

愛知県武豊町，知多地男事務折衷山の土壊  

小豆部池田町，県農事試験場オリヴ園  

同園に隣接せる未開墾魔  

大川郡津田町笹島羽，森永オリグ園  

高橋果樹園内オリグ樹附近  

和恐山県切目村島田，宋開墾鞄表土   

第1 区  
第 2 区  

第 3 区  

第 4 区  

第 5 区  

第 6 区  

第 フ 区  

第 8 区  

第 9 区  

第10 区  

第11区  
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大鉢試験第1区（標準区）  

同 第2区（やや酸性区）   

同 第3区（欠乏症発生区）   

同 第4区（強酸性区つ  

同 質5区（ ヶ ）  

固 集6区．（CaSO4施用区）  

第12 区  

第13 区  

第14 区  

第15 区  

第16 区  

第17 区  

本研究第1報参照  

備考い牛窓町服部オジヴ国英の他の土壌は別表に．掲載済   

備考い  禅多少欠乏症発生するも成育普通  

鴇婦不明  

裾榊原準区  

場押最も甚だしく枯死の状態，黄変せず葉突端褐変漸次全英に及び落莫（1穣の欠乏症）  

Kほ置換性   

2．輝病其の葉分析 

前述の欠乏症の発生の程度及び標準として学内の成育やや順調のMissiollの充実した莫を供試し，葉分析を行う  

に当り貴大農学部杉山助教腰の厚意粧依り，助手岩田正利の労を煩わした．   

供試材料．高橋果樹園の寝癖盛の外は全部同一・日（昭和28年10月11日）に採集し室内に．て風乾し，東大に送り分  

析着手迄デシケークー内に保管した．高橋果樹園のものほ約2ケ月後に採集し，低湿乾燥を行うべく乾燥器内を  

300cに保った．   

分析方法．岩田の行える方法は次の通り 

N叫ガソニyグ変洪．   

P・－ローレンツ法（重畳港）   

K一腰硝酸コバルト沫（ヶ）   

Ca・一過マソガン酸加盈滴定法   

Mg・一寸キシ法（雷魚法）   

B－BERG】∃R－TRt70G法（此色法）   

分析結果を第5表に示す，   
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第8巻第1号（1956）  

第5表  罷 病 薬 の 分 析 結 果  

95  

3．降病喪中のcbloropbyll，  

carotin及びⅩanthophyllの  

定盈   

躍病葉申のcbloこOpbyll其の他  

の色素の含盈が標準葉に比し如何  

程の整があるかを知るため本学育  

種学研究室桑田教授の屏患に依り  

山本講師の労を煩わした 

供試材料採集日ほ昭和28年12月  

15日．供試射料は大鉢植えの標準  

区並に第3区の軽度の擢病莫を供  

用した．   

実験方法小標準葉及び躍病葉の  

生集約2gを秤盈し，ScごERrZの  

方法に従いcbloIOpbyll（α・十β）を  

K 岩 calMglB  N  P  

標  準  区  

島村オリグ園内  
1年生Mission  

〝 試  験  闘  

褐  変  葵  

高橋果樹園  
〓
竺
彗
3
声
コ
ヨ
H
 
＋
 
 

二
の
）
 
 

完全区  

無Mg区  

無K区  

備考．褐変莫ほ鞍失喘が著しく褐変したものを各地より採集し－・指し  

た．．標準区は健全菓其他は擢病英 
HARr丸IA村村（8）の砂桝試験に一統る3ケ折の区の葵分析を掲ぐ．  

（1945，10月5日，但し供試薬の年度は不明二）  

測定した．即ち生葉をすりつぶし  

acetoneで抽出してetherに・うつしこれをけん化した後，蒸潜水を加えで一層・畠上し，GuTFER柑の標準液を用い  

Dubosqueの比色計で繁盛した…狙阻は生養1g申のchloIOphyll（α＋8）をmgで表わした一．次にcarotin及び  

Ⅹanthophyllの定盈は菅原（20）の1方法を用いた．即ちchlorophyllをけん化した後etherに溶存しているcarotin及  

びⅩanthophyllを温湯中で減圧で殆んど乾固させた後石油ethe‡に溶解させ分液漏斗K．入れ，85％methylalcohol  

を加えⅩanthophyllを分離しそれぞれ石油etheI及びmethylalcoholで－」定量にし，標準液（1肇盈の重クロム  

酸加鼻の水溶液）を用いDubosqueの比色計で定盈した．．なおcarotin，Ⅹanthohyll共生莫100g中のryで表わし  

た小突鹸結果を第6表に掲ぐ〃  

第6棄  権病葉及び標準莫内のChlorOPhyll，CarOtin及びⅩanthophyllの含盈  

j（認諾γ）蒼  
ChloIOpbyll  
旦g中のmg）  

3い88  

2．92   

芋蒜語群 j  
生薬重  

（g）  ．．．．．  

2〝430   

1．940  

標  準  英  

躍  病  毒  

1800小4   

2373り8  

こ3497岬9   

3651．2  

察  

絵合的の考察は附瓢であるから名契験ごとの考察を次のごと．く行った．  

1小 現地調査，擢病彙発生に共通の点小   

a 枝楷は枯死し成長を中止する．   

b 主として2年生乃至1年壁掛こても早春発生の実に欠乏症発生し，その兆候の最初は淡黄緑色が失跡こ現わ  

れ次いでややレそソ色より濃黄緑色に・なり殊に襲脈が離し明瞭となり，脈間は決黄緑色を呈する，次いで突端に．  

NecI■OSisを生じて落葉するものと・其の慶落葉するものとの＝雇がある．最初の兆候は石灰半漁区の砂桝（14）に於て  

現わるゝものによく似ている一．   

C 欠乏症の発生した葉は一・股に小さく隔も狭く発育不良であり，早やきほ8月上旬より現われ始め，9月”2  

月に最も多く現わるゝはREyAVD（2）の莫分析が示すごとく，オリグの其は1，2，3年菓いずれも9月に石灰の含有盈が  

最高に達するをもって其の頃以後に石灰の欠乏症が現われ始めるのは石灰欠乏が一周をなしているではないかとの  

疑問が生じ その他の微量成分に就ていは実験未了のため全く不明である。   

2．．化学的組成．   
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土嚢及び葉分析の結果よりして化学的組成に就き以下考察を行う．   

第4，5の両表を見るに土壌中並に贋内に放て最も含有意の少ないのはMgとCaである．其の他後免成分に就ては  

分析を行わなかったから全く不明である．   

土壌中に於ける石灰の含有盈を見るに第・1表に．示すごとく加洲のVentumのオブグ園にてほ．石灰が0．．670％であ  

るに反し，我国に戯ける躍病其の発生して－いる士族は殆んど全く0．．06％以下であって稀に0．2％以上にても発生し  

ている園を見るがこれは下に示すごとく例外の場合であって，Mgに．於てはHARr訊‡ANN（8）は葉分析のE結果乾物と  

して0．15～0．．48％が含まれていると称し，0．．06～0．10％の含有盈を示す時にもMg欠乏症を生ずるものであると称  

している．又FaiIOak＄粗方のオ・リヴの葵分析の結果いずれも0．10～0．12％を示し，たとえ現在はMg欠乏症を生  

じていないが極めて危険な状態にあると．称、し注意を促している．．   

第5表を見るに標準区のMg含有盈でさえ0．064％であるのは我国の土壌がいかにMgに．欠乏しているかを推知す  

ることが出来る．標準区ほ学内にある約20年生樹の成育やや良好の樹より採菓したものでpH6．8，置換性石灰0．6  

02％を示す土壌で其の当時に於ては欠乏症の心配がなかったが翌年に於てHARrMAN討の言のごとく・一部の枝に欠乏  

症が現われた．然るに恩近Luccaを毎月案分析行っているがいずれも0．．132～0．164％を示し極めて順調の成長を遂  

げている．第5表に示すごとく欠乏症を生じている実に於て0．02′－0．049％を示すは当然と云わねばならぬ．   

以上論じ来た点より推察するにMg欠乏が其の－一一一・因をなしているかのごとく感ぜられるu   

次に葵分析の結果よりしてN，P，Kの三要素に就いて考うるにBouAr（2）は乾物としてN．．2．10一．P205．．0．35，  

K20．．0．．105％即ち60：10：30の比率が最過と称しており，弟5表を見るに標準区だけがBouAIの説と一・致し，他は凡て  

KがNと同塵或はそれ以上含まれておりPが著しく少なく，之等の比率が直接間掛こ前述の確病英を発生する一原  

因に非ざるやと．推察するのである…Ca，Mg及びKの関係を調資すると同時に三要素の比率をも考慮に入れる必要が  

あるようにも考えられる一．  

CaとMgの関係いLoEW（11）が石灰率を発表して  

以来，内外に賛否論が起り，木田（9，10）は毯穣論じ  

おり，大工原く6）ほ煙草にてほ4が最適なりと称し  

ているがLoRlヤはウルフの実験結果を引用し第7  

表のごとく述べている．．   

殆んどCaはMgの7倍を有しており，嫌石灰植  

物として－・既に知られている粟掛こ於てLoEW■は  

葉分析を行い第8表の結果を得ている．   

かくのごと．く雛石灰植物である果樹に澱てさえ  

かくのごとく約7倍のCaを靖している．CooK（5）  

ほ最近両者の関係に就て発表し，一一厳にCaはMg  

の10倍を必要とすると称す．しかし植物に依り其  

の比率ほ当然変化するものであると称しているい  

0，RooxE（16）はtungtreeでN，K，Mg と緒契の  

第フ表 葡萄樹各部分檻於けるCa及  

びMgの含有畳（対乾物）  

苦 土艦膠すも  

6、96％  

8…47  

備考 原文は灰分申の％であるが対乾物に換算した．  

第8表 栗樹葉に於けるCa及びMgの  
含有盈  

Ca  Mg  

…：：三；％岳≡二；三％  

健 全 英  

発育不完全葉  

関係を試験し，PROEBE和IyG（18）は梨に・於て行い，  

LooK（12）は葡萄に威て調査している．．HARrMANN（8）はCaとMgの関係に閲しCaが低い時にはMgも低く，Caの高  

い時にはMgの含有率も高いと発表しているが両者が幾程の比率を宿するのが最適であると云う点に就ては触れ  

ていない一．余が砂耕に．於て行っている実験に於てさえ斯る現象を最近認めている・   

余は分析結果に基き大鉢実験用土壊を除き16ケ所に於けるMgとCaの関係を調査すべくregressionlineを作成  

し，第1因に卜示した．．且つ両者間の相関係数（7）を算用した処＋0．5325なる結果を得た・・  

P。PE（17）はMg欠乏症の原因は土壌中のMg欠乏とMgの吸収を抑制するCaに基因すると称しているがCaの極度に  

含有せられている時にかかる現象が生じて来るものであろう．   

本調査実験にては土幾分析を行うと同時に供試土壊に植えられていた樹の簗分析を省いたので両者間の関係は明  

かでないが，我国のごとき土壌中のMg含畳少なき処に植えた樹の薬内に於けるMg含螢ほ極めて少なく第5襲に示  

す通りである．   
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次に施肥に充分注意しMg及  

びCa，堆肥等を施した学内圃  

場の樹勢旺盛である当年開花せ  

る閉と未開花の1凍のLucca  

の菓を7月より10月宋に至る期  

間に9固2年生並に1年生早春  

柴を厳格に採集し英分析した結  

果よりCa及びMgの回帰係数を  

求めた処 ml＝0．0204，m2＝  

14．7619の結果を得，両者間に  

は相当の相関関係の存在してい  

ることを推知し得べく，両者よ  

り相関係数を求めたるにγ＝＋ 

0〃5486なるを認めた．（第2因）．   

かかる2例より推定するも極  

端にCaが土髄中に存していな  

い限り両者間には正の相関関係  

野
里
盛
軍
営
讐
善
意
遠
 
 

の存していることが判る・   

KとMgの関ヰ乳HARIMA罰N（8）は両者の関  

係はCaとMgの関係と正反対でEが多盈に含  

まれている時に・はMgは少ないとLTegエーeSSion  

curveで詳番田に示しており，CooI【（5）はKを  
REGRESSION ITⅣE   

■＼  

土褒申へ過剰に施すのはMg欠乏症を生ぜし ¢1瑚 むるものであると甘藷，砂糖大根，及びtoba一慧  
ccoに対する実例を引用しており，これ等学  

説が余の行える実験結果と・一激するかを放す  

るに．γ＝・十0．618二2となり全く反対の結果とな  

り，再検討を要するのである・   

▲ ●  ●●  

・ul＝ しIIWl  

m2＝147819  Ca十MgとⅩとの関係．HARTMANNく8）ほこ 0、10  

れ叉両者の問にはKと他の関係同様の結果 …（  

を得ているが，余はこれ叉レグレツシヨ∵ゾ係  
瑚 1ヱlカ  （）700 0800 0脚 l（  

Ca ％  
数より計算して，ツ＝＋0～1408なる数字を得 第2図Lucca葉内のCaとMgの関係  

た．これも前者同様再検討を要する・  （昭和30年7月～10月迄2樹より採菓）  

摘  要   

未調査並に・実験はオジヴに対する或種の欠乏症を対象として香川，岡山徳島及び静岡県下の発生地を調査し，  

其の特性及調べ且つ土壌内の養分含有盈並にpHを調査し躍病其の葵分析等を行い，各地に発生せる辟病実の共通  

性を発見した．  

1）曜病薬の特性は最初2年生或いは1年生春季の葉の先端葉脈問が淡黄緑色に変じ，葉脈が顕著になり，最後  

には葉脈が葉脈問の部分より黄色を増し，或いは突端にnecrosisを生じ落葉する 

2）発生の時期は早やきは8月に始まり，9月～2月に最も甚だしく，冬季間が殊に甚だしい．．発生の羅病葉ほ  

基部に多く突端ほ成長を中止するを常とし，常にやや小形秦となり易い．   

3）曜病薬発生の土壌はCa及びMgの含量極めて少ない。但し徴盈成分の分析を欠く．．土壌のpHは常に4．0～4．5  

である 
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4）CaとMgとの関係を見るに．土醍申の両者の関係はγご十0．5325で，管理を充分行えるLuccaの主として2年  

生菜を7月～10月迄に．9回採収して菜分析した結果，ツ＝＋0．5486なる結果を得たサ   

5）Mgと．K及びCa＋MgとⅩの関係は予想に反した結果を得た．これ供試材料の少なかったのに基因するので  

はあるまいか．   

6）葉分析の結果も同様であってCa及びMgの含盈極めて少なくMgほHARでMANN（8）の称する危険区域内であ  

る．  
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R昌s u m畠  

The re＄earCh study wasmadeofthe effectof calcium，magneSiumandpotassilユmOnthe growth  

Of the olive at Kagawa，Okayama，Tokushima and Shizuoka prefectures and some nutrient defi・  

ciencies were found．The soilin the orchard，、and theleaves of the tree which showed some  

symptomsofthenutrient deficiency were analysed andIfound somethingsin commonwith each  

Otbe工・．It was as follow：  

1）．There appeared a progres＄ive developmentof alight・green Chlorotic areafrom tip to base  

ofthe oidleaf，followed by the occurrence of reddi＄h yellow vine andnecr’OSis was found at the  

tip of theleaf．Atlasttheleaves dropped．   

2）．Theleaf－SymptOmSStartedappearingin 

berto February，the symptoms appeared very remarkably．   

The symptomsofthe nutIient deficiencyinthe oldleaf were givenin the form of a reduced  

leaf size，and the growth of the tip of＄hoot always stopped．   

3．）・Thecontentsofcalciumandmagnesiuminthesoilinwhich thesymptofnSOf the nutrient  

deficiency oftheleaf appeared was verylittle and the soilwas always maintained at pH of  

4．0－4．5．   

4）．The relationship betweencalciumandmagnesiumin the soilis veryimportanト争nd cqrre－  

1ation co－effecientγゴ＋0．S325，and that between calcium and magnesiumintheleaf of the variety  

Luccain good conditionis the sameinthe soil，γ＝＋0・5486・   

5）．Icouldnotobtaintheaccurateresultsbetweenmagnesiu甲aPdpotassium，Calcium＋magne－  

sium apdpotassium．Ithoughtthatthese＄amplesweretoofewtoobtai笹the gopdresults・   

6）。Th91eafanalysisshowedthatthe calcinmandmagnesium contents qf the oliveleavesin  

the Kagawa prefecture were verylittle aIld eventhe check block would befairlyalmostthe point  

wherea deiiciencymightbe expectedtooccur as Hartmann（8）described．   

With such acalcium andmagnesium deficiency these contepts of theleavesvould beaboutO．160  

to o．290andO．．022toO・052per centof the dry weight as comparedwith2．34Io3．50 and O・23 to  

O．50per centforolivehavinganadequatecalciumandmagnesiums11pPlyinmediterTan牟anbasin（2）“   
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